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論 文 内 容 の 要 旨 
序章 
本論文は、ルプランス・ド・ボーモン夫人(Jeanne-Marie Leprince de Beaumont, 1711－1780)
が 1756年に翻案したおとぎ話「美女と野獣」(《La Belle et la Bête》)（1740年ヴィルヌーヴ夫
人が著した「美女と野獣」に基づいた作品）が、もともと、女子教育の教材として書かれた作品
であることに注目し、ボーモン夫人が「美女と野獣」に託した教育内容及びその背景を考察する
こと、またボーモン夫人による女子教育の理念を再評価することを目的としている。ボーモン版
「美女と野獣」が、現代まで多くの翻案作品を持つ重要なテクストであり、所収した『子どもの
読本』(Magasin des enfants, 1756)が、少女に対して人生についての指南や智恵を授ける読本で
あることを重視した。 
まず、本論文のキーワードである「おとぎ話」「女子教育」の言葉の定義を整理した。そして本
論文の目的を明らかにする前提として、以下の 5点、(1)「美女と野獣」の受容（具体的には翻案
作品）と「野獣(“bête”)」の表象の変遷について、(2)なぜ「美女と野獣」に注目するのか、(3)特
に、ボーモン夫人による「美女と野獣」に注目する意義、(4)ボーモン夫人が翻案した「美女と野
獣」（以下、ボーモン版「美女と野獣」）の時代的・文化的背景として、教育とりわけ女子教育に
注目する意義、(5)同じく時代的・文化的背景として、社交・作法とおとぎ話のかかわりの重要性
を考察した。本論文の位置づけは文学史、教育思想史の観点から、ボーモン版「美女と野獣」の
テクスト分析を行うものである。
第 1章 「美女と野獣」物語の系譜について 
「美女と野獣」物語の系譜について、のちの「美女と野獣」につながる文芸上の起源としての
アプレイウス「クピドとプシュケー」と民話としての「美女と野獣」について概観した。はじめ
て「美女と野獣」というタイトルを世に発表したヴィルヌーヴ人 (Gabrielle-Suzanne de
Villeneuve, 1685-1755)に影響を与えたサロン作家オーノワ夫人(Marie-Catherine Le Jumel de
Baronne d’Aulnoy, 1650-1705)について述べた。オーノワ夫人は「クピドとプシュケー」のテー
マに関心を持ちそれを翻案した妖精物語を作り上げた。そのなかの「羊」・「緑の蛇」(《Le Mouton》, 
《Serpentin vert》, 1697)は「クピドとプシュケー」をもとに「美女と野獣」物語が形成されて
ゆく過程を示している。この「羊」・「緑の蛇」といった妖精物語は、サロンに集う人々の礼儀の
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規範をはじめとした習俗の規範となることを目的として作られたものである。ヴィルヌーヴ版・
ボーモン版「美女と野獣」においても、文明化についての言説と深く結びついて物語が練り上げ
られていることが明らかになった。 
 
第 2章 文芸おとぎ話「美女と野獣」―ヴィルヌーヴ版とボーモン版の比較 
文芸おとぎ話「美女と野獣」―ヴィルヌーヴ版とボーモン版の比較―を通して、後者の特徴を
明らかにした。まず、ヴィルヌーヴ版とボーモン版の間の顕著な違いは、ベルと野獣の間の閉鎖
性の度合いと、夢の青年の存在の有無にあることに注目した。ヴィルヌーヴ版でのベル、青年、
野獣の三角関係から、ボーモン版でのベルと野獣の一対一の関係への変化は、サロン物語から児
童文学への移行をはっきりと示している。ボーモン夫人は、ベルと野獣二人の関係に焦点を当て
ることで、夫となる男性を見定めることの大切さを、読者対象としていた少女たちに伝えようと
したのである。次に、野獣の容貌についてのヴィルヌーヴ版の描写が具体的であるのに対し、ボ
ーモン版の描写が曖昧であるという違いが、それぞれの版が対象とする読者層の違いから生じる
ことを論じた。前者は大人の女性、後者は子どもを対象としている。ボーモン版における野獣の
容貌の曖昧な描写は、読者である少女が、物語を現実の交際や結婚といった状況に置き換えて考
えられるように（つまり野獣が「野獣のような容貌の、れっきとした男性」である可能性を含む
ように）、「野獣」という呼称が指す範囲を広げる役割を果たす。 
父娘の関係については、父親が娘を結婚に導いていく影響力を持つという点では、両版は共通
している。ヴィルヌーヴ版ではベルの父親以外の異性への恋愛感情が確立されているのに対し、
ボーモン版のベルは親孝行の父親思いの娘としてのみ描かれる。この違いから導き出される結果
として、ヴィルヌーヴ版のベルは夢の中の青年を好きなので、彼女のなかでの野獣の位置づけは
いわゆる「恩人」という社会的評価の域を出ることはないのに対して、ボーモン版のベルははじ
めて父親の庇護から自立し、一人の異性として野獣のことを認識することになることを確認した。 
 
第 3章 18世紀における教育理論・作法・児童文学の展開とボーモン夫人の位置づけ 
18世紀における子どもへの教育―理論・作法・児童文学―のなかでのボーモン夫人を位置づけ 
た。ボーモン夫人が、1730年代からのロックなどの影響を受けて教育論が発展した時期と、フ 
ランス革命が近づく 1760年代からの母性重視の理論が高まった時期の間に位置となろう。ま 
た、ボーモン夫人に大きな影響を与えた教育者としてマントノン夫人(Marquise de Maintenon, 
 1635-1719)の教育実践や著書が挙げられる。17世紀後半から 18世紀、教育を受けることがで 
きる裕福な階級の女子の知育の考えの底流には、一定の教養のある女性を養成することが基準 
とされていた。こうした子どもの教育には、知性を育むだけではなく、共同社会における作法・ 
生き方についての処世術も含まれており、それは 18世紀の女子教育の重要な一部をなしている。 
これに関して、18世紀フランスにおける社交・作法とおとぎ話のかかわりとして、女子向けに 
翻案されたボーモン夫人の「美女と野獣」に、当時の処世術書における有徳な生き方の例が織 
り込まれていることが指摘できる。有徳な振る舞いとされているなかでも、特に、教育と関わ 
りがある「子どもへの教育」「他者に対する敬意から発する心地よい振る舞い」「財産や外見の 
みで結婚相手を選ばないこと」の 3つの項目からボーモン版を考察した。 
ボーモン夫人が行ったような子ども向けの教育用の読み物は、17世紀後半のラ・フォンテーヌ
(Jean de La Fontaine, 1621－1695)の『寓話』(les Fables, 1668-94)や、フェヌロン(Fénelon, 
1651-1715)の『テレマックの冒険』(Aventures de Télémaque, 1699)といった王家の子どもたち
を対象にしたものが源流である。また、ペロー(Charles Perrault,1628‐1703)の『昔話』(Histoires 
ou contes du temps passé, 1697)は子どもにも理解できる平明で模範的なフランス語で書かれ、
成人向けの部分を含みつつ、序文などで読者対象を「子ども向け」であると明示しており、人々
に児童文学という分野を意識させた。これら児童文学の萌芽を担った人々のなかで、ボーモン夫
人に特に影響を与えたのはフェヌロンとペローである。フェヌロンは生徒であったブルゴーニュ
公の年齢に応じて教材を準備していたが、そのような教育的な緻密さと、ペローの平明で模範的
な文体を、ボーモン夫人は大いに参考にした。 
18世紀フランスにおいて、ボーモン夫人が、特定の子ども相手ではなく、多くの子どもたちに
向かって教育用の読み物を作り上げたことは注目に値する。聖書の挿話、また教訓話やおとぎ話
を挟みながら、歴史、地理、物理学、自然科学について対話形式の授業で行う、教育性と娯楽性
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を融合させた教育読み物『子どもの読本』を作り上げたことで、ボーモン夫人は児童文学の黎明
期を担った一人とみなされる。『子どもの読本』は子ども向けの本がまだ少なかった時代に、翻訳
されヨーロッパ中でベストセラーとなった。 
 
第 4章 おとぎ話による教育に対するボーモン夫人の考え 
おとぎ話による教育に対するボーモン夫人の考えについて『子どもの読本』の緒言から論じた。
ボーモン夫人は『子どもの読本』のすべてのテクスト（聖書、地理の話、おとぎ話）を子どもた
ちが理解できるように心がけたとしている。そのために、既存の作品を翻案することに重点をお
いたといえよう。ボーモン夫人は、子どもたちの品行を正しくするとともに、知性を育み、論理
的に考えさせる癖をつけさせること、理性によって信仰に向かわせることを重視していた。そし
て、聖書やおとぎ話を通して、子どもたちに現世で幸せになる方法について考えさせ、楽しみな
がら学習させる方法を確立していたボーモン夫人は、啓蒙主義教育学を実践していた教育者の一
人といえる。そうした彼女の教育思想は、ロック(John Locke, 1632-1704)と非常に近似している。
さらに、ボーモン版「美女と野獣」が所収された『子どもの読本』の 13話のおとぎ話は 1作を除
き、2作 1組のペア関係にあり、対応関係にあるペアにバランス良く、道徳に関する教育項目と、
知性に関する教育項目が割り振られていることを指摘した。 
 
第 5章 女子教育のおとぎ話としてのボーモン版「美女と野獣」 
女子教育のおとぎ話としてのボーモン版「美女と野獣」について論じた。ペア作品であるボー
モン版「美女と野獣」と「スピリチュエル王子」(《Le Prince Spirituel》)は、醜い男性が美しい
女性から愛されるというプロットを持つ点で類似していながらも、それぞれの物語に託された教
育意図は互いを補完し合う関係にある。既存のおとぎ話を女子教育向けにどのように書き換えた
のかについてのボーモン夫人の指針を明らかにするために、ペロー「巻き毛のリケ」とその翻案
「スピリチュエル王子」を比較し、そして、ペア作品である「スピリチュエル王子」と「美女と
野獣」を比較することで、女子教育の教材としてのボーモン版「美女と野獣」の特徴を考察した。
明らかになったことは次のようにまとめられる。「スピリチュエル王子」、ボーモン版「美女と野
獣」は女子教育を見据えた物語だが、夫選びについての指南の要素と、女性自身の教育の重要性
を主張する要素との比重はやや異なっている。「スピリチュエル王子」では、ヒロインが才気を養
うことが、才気あふれるヒーローを選びとるための前提となっている。ヒロインが才気を得るこ
とで精神的成長を遂げることに焦点が当てられているのである。ボーモン版「美女と野獣」では、
醜く愚かでも、善良であれば良い夫になるのだから、女性は夫となる男性の美や才気の有無にと
らわれてはいけないという教訓が示されている。 
 また、女子教育の観点からみたボーモン版「美女と野獣」の特徴は、女性主人公が将来の結婚
相手を好きになる過程が描かれていることが挙げられる。ボーモン版「美女と野獣」のベルは完
璧な人間性を備えた娘だが、恋を知らない娘として登場し、野獣と出会って二人で共に時間を過
ごすことで、ベルは恋をする気持ちを知るのである。さらに、結末で、「スピリチュエル王子」に
おいて、醜い姿の男性がその姿のままで相手の女性に受け入れられるという愛の寛容さが説かれ
る一方、ボーモン版「美女と野獣」の結末は、ベルから愛されることで野獣が美しい元の姿に戻
るという醜い姿の人を美しい人に変えうる、愛の幻想のメタファーとなっている。これは「巻き
毛のリケ」の結末の解釈のひとつにみられる、愛の力の寓意的な表現と共通している。「巻き毛の
リケ」とボーモン版「美女と野獣」のつながりの名残をここにみることができる。 
 
終章 
各章の要約とボーモン版「美女と野獣」に表れたボーモン夫人の女子教育の理念をまとめた。
ボーモン版「美女と野獣」には、父親への孝行や将来の夫への感謝の重要性が強調されており、
ボーモン夫人の女子教育には男性重視の規範を受け入れる余地が残されていることが読み取れる。
だがボーモン版「美女と野獣」では、ベルが野獣からの求婚を受け入れることは、彼女の判断で
決められている。なぜなら、野獣は美しい容姿や自分をアピールする才気を持ち合わせていない。
そのため、ベルは、彼女自身の眼で野獣の様子を観察することで、彼の魅力に気づくようになる。
このベルの姿からは、結婚相手となる男性を自分の眼で見定める女性の主体性を見て取ることが
できよう。 
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最も大事なのは、ベルが野獣の醜さや愚かさに惑わされず彼の美徳に気づく力を持っていると
いうことである。それは、ベルが才気や知性とは別種の聡明さを備えていることで可能となるの
である。すなわち、ベルが醜く愚かな野獣に気高い精神が宿っていることに気づくプロセスを描
くことを通して、ボーモン版「美女と野獣」は、人間の精神的な美しさ（性格の良さと美徳と心
遣い(“la bonté du caractère, la vertu, la complaisance”)を見抜く力を養うことの大切さを伝えて
おり、それがこのおとぎ話に託されたボーモン夫人の女子教育の目標といえる。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 本論文は、ルプランス・ド・ボーモン夫人（Jeanne-Marie Leprince de Beaumont, 1711－1780）
が翻案したおとぎ話「美女と野獣」（« La Belle et la Bête », 1756）が、もともと女子教育の
教材として書かれた作品であることに注目し、この作品に託された教育内容及びその背景を考察
すること、またボーモン夫人による女子教育の理念を再評価することを目的としている。 
 ヨーロッパでは 18 世紀において、王侯貴族以外の階層でも子どもの教育への関心が高まると同
時に、宗教教理書や教科書ではなく娯楽を目的とした子どものための読み物が登場し始める。こ
うした背景のもと、フランスとイギリスでの家庭教師の経歴を持つボーモン夫人が著した一連の
教育読本、とりわけ『子どもの読本』（1756）は好評を博し、多くの言語に翻訳され広く受容され
た。「美女と野獣」は、ヴィルヌーヴ夫人が 1740 年に著した長篇物語『うら若きアメリカ娘と洋
上ものがたり』に挿入されたおとぎ話をボーモン夫人が大幅に短縮し、リライトして『子どもの
読本』に収めたもので、現代まで「美女と野獣」がさまざまな形で受容され続ける起点となった。
「子どもの読本」所収のおとぎ話は従来、教訓色の強いことが欠陥と見なされ、その教材として
の性質、具体的な教育内容に注目があたることが少なかった。本研究は、ボーモン版「美女と野
獣」の女子教育教材としてのありかたを、ヨーロッパ 18 世紀の教育思想や身体観を踏まえて明ら
かにするもので、フランス児童文学への斬新なアプローチとなっている。本論文は、序章・終章
を含め全 7章からなる。 
 序章では、研究背景、研究目的、先行研究について述べている。 
 第一章では、ボーモン夫人の「美女と野獣」に至るまでの、口承文芸・記載文芸を含めた「美
女と野獣」型物語の系譜について概観している。 
 第二章では、ヴィルヌーヴ夫人がサロンの成人女性読者に向けて書いた長篇小説のなかの挿話
「美女と野獣」を、ボーモン夫人が少女向けにどのような翻案したのかを論じている。 
 第三章では、18 世紀における教育論、作法や処世術をめぐる議論、児童文学の誕生と展開にお
いて、ボーモン夫人の仕事や思想がどのように位置づけられるかを論じている。ボーモン夫人の
おとぎ話において、他人と快適に共同生活を送る上での振る舞いの規範が示されている点も指摘
する。 
 第四章では、おとぎ話による教育に対するボーモン夫人の考え方についてまとめるために、ま
ず 18 世紀における『子ども読本』の評価と位置づけを検証し、次に『子どもの読本』のテクスト
に見られるボーモン夫人の教育理念を考察している。 
 第五章では、ボーモン版「美女と野獣」がいかなる点で女子教育のためのおとぎ話となってい
るのかについて論じる。とりわけ、『子どもの読本』においてペアの関係をなすおとぎ話「スピリ
チュエル王子」と「美女と野獣」を比較することで、「美女と野獣」の特徴を考察している。 
 終章は結論であり、「美女と野獣」に表れたボーモン夫人の女子教育に対する理念をまとめてい
る。 
 以上要するに本論文は、ボーモン夫人の女子教育教材に「美女と野獣」をはじめとするおとぎ
話が収録された背景を明らかにし、ボーモン夫人の教育理念を再評価するものである。本研究は、
ボーモン夫人研究はもとより、児童文学史、教育思想史、社会史、身体論など多分野にまたがる
優れて学際的な研究であって、人間社会情報科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
